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投
票
日
を
ま
つ
有
権
者
五
千

　
　
　
　
農
業
、
憲
法
問
題
を
抱
え
重
要
な
参
院
選

　
農
業
、
物
価
．
所
得
、
憲
法
、
平
和
と
重
大
な
問
題
が
今
後
ど
ん
な
方
向
に
進
む
か
。
遠

い
ラ
オ
ス
の
国
の
こ
と
で
日
本
に
い
る
ア
メ
リ
カ
軍
が
、
あ
わ
た
だ
し
く
移
動
す
る
と
い
う

微
妙
な
国
内
、
国
際
情
勢
の
中
で
参
議
院
議
員
選
挙
は
い
よ
い
よ
七
月
一
日
に
行
わ
れ
る
。

　
近
年
、
選
挙
違
反
は
ま
す
ま
す
拡
が
つ
て
い
る
。
国
を
あ
げ
て
「
供
応
買
収
の
追
放
」
を

重
点
と
し
て
公
明
選
挙
運
動
は
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
か
け
声
だ
け
に
お
わ
り
そ

う
な
感
が
つ
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
噌
千
名
を
越
す
大
量
の
出
稼
季
節
で
あ
つ
た
昨
年
の
知
事
選
挙
と
こ
と
な
り
、
今
年
は
更

に
投
票
率
の
向
上
が
望
ま
れ
る
。
と
か
く
参
院
選
は
縁
遠
い
も
の
と
し
て
敬
遠
さ
れ
る
が
、

松
之
山
町
の
有
権
者
は
こ
ぞ
つ
て
棄
権
を
防
止
し
、
選
挙
違
反
を
追
放
し
て
平
和
な
明
る
い

日
本
建
設
の
一
票
が
投
ぜ
ら
れ
る
よ
う
町
選
管
も
懸
命
な
呼
び
か
け
を
行
つ
て
い
る
．
投
票

は
七
月
一
日
午
前
七
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
午
後
六
時
し
め
切
ら
れ
る
が
、
開
票
は
役
場
二
階

で
午
後
八
時
か
ら
行
わ
れ
る
。
十
一
時
頃
に
は
確
定
の
見
込
み
で
あ
る
。
有
権
者
は
別
表
の

よ
う
に
知
事
選
に
比
べ
て
約
一
鬼
減
の
五
、
七
九
〇
名
で
あ
る
。
（
写
真
は
丸
山
選
管
委
員
）

灘

実
弾
乱
れ
飛
ぶ
等
と
言
わ
れ
て

も
銃
声
も
流
れ
弾
も
来
な
い
平
．

程
7
禽
マ
己
働
▽
畠
昌
一
＝
冒
y
亀
y
畠
ヲ
高
＝
2
騨
雪
‘
弓
・
ム
㌢
・

　
今
更
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な

く
我
国
の
国
会
は
衆
議
院
と
参

議
院
と
の
二
つ
の
議
院
に
ょ
つ

て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
国
民
の
代
表
機
関
が

二
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
　
一

つ
だ
け
で
す
と
、
議
会
主
義
に

お
け
る
多
数
決
主
義
が
必
ら
ず

し
も
常
に
正
し
い
議
決
を
生
む

と
は
限
ら
ず
、
軽
卒
な
議
決
を

し
た
り
、
叉
自
分
勝
手
な
ま
ね

を
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
こ

と
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
、
衆
、
参
両
院
が
お
互
い
に

牽
制
し
合
う
こ
と
で
正
し
い
議

決
を
行
い
、
あ
る
い
は
行
き
過

ぎ
に
な
ら
ぬ
よ
う
議
会
に
お
け

和
な
所
に
住
ん
で
ポ
ス
タ
ー
が

電
柱
に
は
ら
れ
た
り
し
て
居
る

の
を
み
る
と
何
か
し
ら
選
挙
は

選
挙
屋
の
お
祭
り
騒
ぎ
で
自
分

と
は
関
係
な
い
様
な
気
持
に
な

9
り
勝
で
す
が
青
年
達
の
話
合
の

中
で
「
私
た
ち
の
生
活
を
高
め

る
に
は
政
治
の
カ
に
よ
ら
な
け

れ
ば
」
と
い
う
話
が
い
つ
も
出

盈
呂
＝
冒
号
▲
一
7
“
7
畠
昌
＝
＝
■
3
昌
7
a
7
3
昌
＝
＝
智
‘
骨
’
5

る
多
数
党
の
横
暴
を
抑
制
し
、

議
事
を
慎
重
、

目
的
の
た
め
の
制
度
で
す
。
し

た
が
つ
て
、
参
議
院
も
衆
議
院

と
同
じ
く
直
接
住
民
の
選
挙
に

ま
す
。
す
る
と
矢
張
り
政
治
を

す
る
人
を
選
ぶ
選
挙
こ
そ
私
た

ち
の
生
活
を
よ
く
す
る
基
だ
と

い
う
事
で
す
か
ら
人
ご
と
だ
と

言
つ
て
居
れ
な
く
な
り
ま
す
。

今
回
行
わ
れ
る
様
な
直
接
会
つ

た
事
も
見
た
た
事
も
な
い
人
達

を
選
ぶ
時
こ
そ
対
部
落
意
識
や

義
理
人
情
に
惑
わ
さ
れ
る
事
な

辱
・
昌
＝
＝
＝
y
＆
7
＆
㌢
亀
一
3
3
雷
7
・
』
り
‘
一
マ
＆
畠
雷
智
冒
二
〇

被
選
挙
権
が
衆
議
院
の
二
十
五

く
真
に
冷
静
に
考
え
判
断
し
選

ぶ
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

候
補
者
に
お
願
い
し
ま
す
と
言

わ
れ
て
入
れ
る
の
で
な
く
こ
ち

ら
か
ら
お
願
い
し
ま
す
と
し
う

気
持
で
投
票
し
た
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
議
員
が
国

会
を
欠
席
す
る
の
を
ソ
ン
ガ
イ

す
る
前
に
私
た
ち
も
投
票
に
欠

席
し
な
い
様
に
い
た
し
ま
し
よ

う
。
松
之
山
町
選
管
委
員

　
　
　
丸
山
金
一
郎

　
公
明
選
挙
コ
テ
キ
隊
行
進

　
山
ハ
月
一
一
十
．
九
日
．
．
宙
爪
山
小
W
字

校
コ
テ
キ
隊
が
出
動
し
．
公
明

選
挙
、
キ
ケ
ン
防
止
を
訴
え
る

　
第
一
投
票
所
は
松

　
之
山
公
民
舘
で

　
今
ま
で
第
一
投
票
区
（
松
之
．

山
、
新
山
、
兎
口
、
光
間
、
湯

山
）
は
松
之
山
小
学
校
で
投
票

を
行
つ
て
い
ト
が
、
地
域
的
な
・

便
か
ら
い
つ
て
松
之
山
公
民
舘
－

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に

よ
り
今
回
か
ら
実
施
す
る
こ
と
が
り
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る

に
な
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
芝
思
い
ま
す
。
内
野
も
外
野
も
・

　
町
選
管
で
は
、
　
「
そ
の
他
投
共
に
立
派
で
あ
つ
て
始
め
て
国

票
所
の
こ
と
に
つ
い
て
投
票
所
民
の
喜
ば
れ
る
政
治
が
で
き
る

『
ま
で
遠
す
ぎ
て
園
つ
て
い
る
部

落
に
新
ら
し
く
投
票
所
を
作
る

こ
と
が
f
、
き
ま
す
。
そ
の
た
め

の
費
用
は
一
銭
も
い
り
ま
せ
ん
．

一
度
相
談
し
て
見
て
下
さ
い
」

と
い
つ
て
い
る
。

　
優
秀
投
票
区
、

　
公
明
選
挙
、
キ
ケ
ン
防
止
対

策
と
し
て
こ
ん
ど
の
参
院
選
挙

で
投
票
成
積
優
秀
な
投
票
区
及幸せを育てる票です売りません（東川小のコテキ隊）
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又
選
挙
区
に
つ
い
て
も
広
い
　
法
律
の
議
決
に
あ
た
つ
て
は

合
理
的
に
行
う
才
以
上
に
比
し
て
参
議
院
の
場
分
野
か
ら
学
識
経
験
者
や
職
域
衆
議
院
の
優
越
を
認
め
て
お
り

　
　
　
　
　
　
合
は
三
十
才
以
上
と
五
年
年
長
代
表
者
が
、
選
ば
れ
や
す
い
よ
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
院
た
る
衆

　
　
　
　
　
　
に
な
つ
て
お
り
、
任
期
も
六
年
う
に
全
国
区
と
地
方
区
に
分
け
議
院
は
国
民
の
直
接
代
表
機
関

間
で
し
か
も
途
中
で
解
散
と
い
て
あ
り
、

参
議
院
選
挙
に
あ
た
り

松
之
山
の
皆
様
へ

　
　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
上
越
地
方
書
記
長
大
竹
孝

よ
つ
て
、
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と

に
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二

院
制
の
長
所
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
選
挙
の
方
法
が
異
つ
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

吉

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
つ
て
長
期
に
わ
た
っ
て
じ
つ

く
り
と
国
政
を
審
議
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
て
お
り

ま
す
。

管
理
者
を
表
彰

・
び
管
理
者
に
対
し
て
つ
ぎ
の
と

蔑
賞
品
及
び
責
象
町
選

一
管
か
ら
讐
れ
る
こ
と
髪
つ

箱
さ
て
会
区
は
…
る

優
秀
投
票
区

　
一
等
　
五
千
円
（
賞
品
）

　
二
〃
　
三
千
円
（
〃
）

　
三
〃
　
二
千
円
（
〃
）

定
数
二
五
〇
人
の
う
と
し
、
第
二
院
た
る
参
議
院
は

　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
の
行
き
過
ぎ
是
正
機
関
’

と
し
、
叉
補
充
的
な
役
割
を
す

る
機
関
と
し
て
重
要
な
地
位
に

あ
る
の
で
す
。

た
い
へ
ん
御
忙
し
い
時
節
で
あ

り
、
ま
た
梅
雨
ど
き
で
も
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
ま
す
ま
す
御

ち
一
〇
〇
人
を
全
国
区
選
出
議
元
気
で
七
月
一
日
の
投
票
日
に

員
、
一
五
〇
人
を
地
方
区
選
出
は
一
人
の
こ
ら
ず
投
．
票
所
へ
お

議
員
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
半
数
出
で
下
さ
る
よ
う
重
ね
て
お
願

づ
つ
を
三
年
毎
に
選
挙
す
る
こ
い
い
た
し
、
私
の
御
挨
拶
を
終

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
　
　
　
り
ま
す
。

優
秀
投
票
管
理
者

　
一
位
　
一
千
円
（
賞
金
）

　
一
一
〃
　
　
山
ハ
百
甲
口
　
（
　
〃
　
）

　
三
〃
　
四
百
円
（
〃
）

　
土
木
委
員
会
で
路
面
補

　
修
資
材
な
ど
を
配
分

　
町
土
木
委
員
会
は
五
月
二
十

八
日
か
ら
三
日
間
、
融
雪
災
害

な
ど
の
宅
地
巡
視
を
行
つ
た
結
，

果
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
補
修
．

復
旧
資
材
な
ど
の
配
分
を
き
め

た
。

路
面
補
修
資
材
一
二
八
万
円
、

災
害
復
旧
資
材
九
三
万
円
、
橋

梁
修
繕
費
三
八
万
、
道
路
改
良

及
び
、
災
害
防
止
工
事
費
三
三

万
円
。外

野
の
役
割
り

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
参
議
院
の
構
成
は
地
方
区

一
五
〇
人
、
全
国
区
一
〇
〇
人

投票率と有権者数

が
定
員
で
す
が
三
年
毎
に
そ
の

半
分
を
改
選
す
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
今
回
は
地
方
区
で
七
五

人
全
国
区
で
五
〇
人
の
人
を
選

挙
す
る
の
で
す
。
一
人
も
棄
権

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
み
ん
な

揃
つ
て
投
票
し
て
下
さ
い
。
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松之山、兎口、光間、新山、湯山

小谷、水梨

大荒戸

上川手、下川手

湯本、島、越

中尾

東川、上池、下池

五十子平、坪野、赤倉、東山
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中立山、田麦立、月池、好中
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1
0
”

き
　
　
　
　
七
月
一
日
は
参
議

　
は

　
　
　
　
員
の
投
票
日
で
す

　
と

　
　
　
　
が
参
議
院
は
こ
れ

　
院

　
　
　
　
か
ら
六
年
間
の
政

　
　
　
　
治
を
担
当
す
る
議

　
議

　
　
　
　
員
を
選
ぶ
大
切
な

　
参
選
挙
で
す
・
野
球

…
　
　
　
　
で
い
え
ば
衆
議
院

は
内
野
の
役
割
り
を
し
、
参
議

院
は
外
野
の
役
割
り
を
す
る
訳

で
す
。
内
野
が
い
か
に
立
派
で

も
外
野
が
な
い
と
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
ま
せ
ん
。
又
外
野
ば
　
。
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
” ，“””””””1”i一薗1”””””””一””一1””””一”一”■””一”，一

…町選挙管理委員会では、七月一日　　　葦

…の投票者全員に標語入れノートを　　　≡

圭贈呈することになつた。　　　　　　　…

1　　　不在者投票を忘れずに　圭

…　　　　　　出嫁、その他で当日留守に　…

≡　　　　　　なる方は必ず不在者投票を　＝
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

…　　　　　すませて下さい。本人の印圭
…　　　　　かんをその時忘れずに。　　…

・m””””””量””昌”量闘昌耳闘”5闘”脆舘昌””重亘””1騨u闘口“星腿耳

　
投
票
す
る
と
き
の
ご
注
意

投
票
所
で
は
二
度
、
投
票
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
　
　
は
じ
め
に
（
黒
）
地
方
区

　
　
　
二
度
目
に
（
赤
）
全
国
区

ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
。
投
票
用
紙
に
O
、
×
，
ム

レ
な
ど
を
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　属　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　■　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　■　　　　　　　ロ　　　　　　　ー　　　　　　　一　　　　　　■　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　●　　ロ　　ー　一　一騒暉唱
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②（第16号）
・
山の松曜和37年6月20日

青
年
農
業
講
座
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
籠
恥
随
農
家
の
青
年
に
希
望
を

　
毎
月
一
　
二
回
の
計
画
で
青

年
む
け
の
農
業
講
座
が
ひ
ら
か

れ
る
。
そ
の
内
容
は

①
農
業
技
術
、
作
物
栽
培
、
家

畜
飼
育
、
経
営
技
術
、
生
活
技

術
な
ど
を
ラ
．
シ
オ
農
業
学
校
の

テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
し
て
や
る

②
現
地
視
察
研
修

③
｛
青
年
講
話

④
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン

の
そ
の
他
に
話
し
合
い

な
ど
で
あ
る
が
、
と
か
く
か
た

ぐ
る
し
く
な
り
が
ち
な
講
座
を

出
来
る
だ
け
長
つ
づ
き
す
る
よ

う
に
配
慮
し
て
計
画
さ
れ
て
い

る
。
第
一
回
は
六
月
二
七
日
松

之
山
公
会
堂
で
午
前
九
時
、
か
ら

午
後
ま
で
ひ
ら
か
れ
る
。

公
民
館
長
の
野
本
さ
ん
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

　
最
近
農
業
が
ほ
か
の
仕
事
に

く
ら
。
へ
て
非
常
に
わ
り
が
わ
る

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
つ
て
い

け
な
い
の
で
兼
業
を
す
る
農
家

が
多
く
な
つ
て
お
り
、
結
婚
問

題
も
大
変
む
ず
か
し
く
な
つ
て

い
ま
す
。
大
人
は
そ
れ
で
あ
き

ら
め
て
も
青
年
達
は
今
後
の
長

い
｝
生
の
問
題
と
し
て
深
刻
に

な
や
ん
で
い
る
現
状
か
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
－
で
町
教
育
．
委
員
会

と
灌
業
土
木
課
は
農
業
改
良
普

及
所
と
協
力
し
て
、
青
年
達
が

農
業
に
対
し
て
幾
分
で
も
自
信

を
も
ち
将
釆
に
　
、
和
望
を
も
て
る

よ
う
に
と
い
う
の
で
行
う
こ
と

に
な
つ
た
も
の
で
す
。
広
く
町
一

民
各
位
の
御
協
力
を
お
．
願
い
し
ー

ま
す
。

高
校
分
校
の

増
築
を

六
月
五
目
開
か
れ
た
町
教
育

【委
員
会
で
は
、
安
塚
高
校
松
之

山
分
校
の
入
学
者
増
加
に
伴
い

教
室
設
備
の
充
実
の
た
め
、
と

り
あ
え
ず
本
年
度
二
教
室
、
明

年
度
二
教
室
、
を
増
築
す
る
よ
う

町
長
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
松
之
山
分
校
の
入
学
者
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
、
　
一
学
年

六
十
名
を
越
え
れ
ば
当
然
二
学

級
編
成
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

・
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

昭
和
三
三
年
　
五
二
人

〃
窪
四
年
　
四
八
人

〃
三
六
年
　
三
五
人

〃
三
七
年
　
五
七
人

　
防
除
員
幹
部
講
習
会
　
六
月

十
四
日
、
松
代
、
松
之
山
か
ら

八
O
名
が
出
席
、
北
陸
農
試
の

大
竹
技
師
か
ら
新
し
い
農
業
の

解
説
な
ど
を
聞
い
た
。

　
　
農
休
日
を
町
全
体
で

　
　
同
じ
日
に

　
町
、
公
民
舘
、
青
年
団
が
中
．

心
と
な
つ
て
・
へ
月
か
ら
実
施
す

”
、
べ
く
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鱒

　黍
保即
　保母育
遊所
目ニ
ハ十の四
不部
足落
を釜
嘆笈
く

季
節
保
育
、
所
は
五
月
二
十
口

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
町
内
六

・
ヵ
所
で
開
園
さ
れ
て
い
る
。
開

設
期
間
は
、
地
域
毎
に
実
情
に

．
よ
つ
て
異
る
が
、
大
体
二
十
五

日
間
で
あ
る
。

　
昨
年
は
ニ
ヵ
所
で
あ
つ
た
が

今
夏
か
ら
は
六
ヵ
所
と
い
う
急

一
増
ぶ
り
で
園
旧
几
数
二
七
五
名
と

な
つ
た
。

　
こ
の
托
児
部
落
数
は
二
十
四
，

噂
一
暉
r
一
甲
一
一
一
口
P
一
一
口
一
一
”
”
9
卵
，
”
一
一
一
一
，
，
一
餉
脚
一
一
，
，
一
一
一
一
，
一
P
，
一
一
一
一
一
一
，
一
騨
9
一
「
一
一
一
一
一
一
一
“
一
一
”
一
一
一
一
一
一
一
，
働
一
”
一
一
顧
一
一
一
一
一
一
一
一
儒
一
”
，
一
口
一
一
一
一
凹
，
一
一
「
口
甲
一
，
騨
一
一
一
一
一
一
一
一
喝

農地法がかわっ澹

（その1）

制限をゆるめた

制度が出来た
有
託

保
信

　
第
四
十
通
常
国
会
に
お
い
て

こ
こ
二
、
三
年
問
題
に
な
つ
て

い
た
現
行
農
地
法
の
改
正
が
成

立
し
ま
し
た
。
改
正
の
要
点
は

9
農
地
取
得
の
最
高
面
積
制
限

の
緩
和
と
、
口
農
業
法
人
を
法

的
に
認
め
た
こ
と
と
、
⑫
農
地

の
信
託
制
度
の
創
設
で
あ
り
ま

す
。

　
農
地
取
得
の
最
高
面
積
制
限

は
、
こ
れ
ま
で
農
地
法
に
ょ
つ

て
、
農
家
二
戸
当
り
の
農
地
保

有
面
積
を
三
町
歩
で
抑
え
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
地

・
、
王
の
復
活
を
阻
止
す
る
手
段
で

あ
つ
た
が
、
農
業
基
本
法
に
よ

つ
て
、
今
後
自
立
農
家
を
育
成

す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
経

営
規
模
の
拡
大
が
必
要
蚤
．
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
今
次
の
制
限
撤

廃
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す

従
つ
て
、
今
後
は
一
定
の
条
件

さ
え
揃
つ
て
い
れ
ば
、
保
有
面

積
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
農
業
法
人
の
制
度
化
は
、

最
近
農
業
の
機
械
化
、
協
業
化

が
進
む
に
つ
れ
て
、
強
く
叫
ば

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
今
回
こ

れ
を
制
度
的
に
認
め
て
、
そ
の

運
営
の
適
正
化
に
資
し
、
か
つ

協
業
化
促
進
の
一
手
段
に
し
た

本
．
の
で
あ
り
ま
す
。

農
地
の
信
託
制
度
の
創
設
は
、

兼
業
離
農
．
又
は
労
力
的
関
係

で
、
ど
う
し
て
も
耕
作
で
き
な

く
な
り
、
も
し
く
は
農
地
を
手

離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ

た
場
合
に
、
そ
の
農
地
を
綜
合

農
協
に
信
託
し
、
農
協
が
そ
の

農
地
を
管
理
し
て
、
貸
付
け
又

は
、
売
渡
し
の
措
置
を
と
る
新

制
度
で
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
自

立
経
営
の
育
成
（
経
営
規
模
の
『

拡
大
）
、
協
業
の
促
進
、
離
農

の
援
助
、
農
地
等
の
利
用
関
係

の
調
整
等
を
は
か
ろ
う
と
す
る

と
こ
ろ
に
ね
ら
い
が
あ
り
、
そ
．

の
た
め
農
地
法
を
改
正
す
る
と

同
時
に
、
農
協
法
の
改
正
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
農
用
地
信
託
規

定
等
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

㎜“瞳
　

部
落
で
、
無
関
係
部
落
は
あ
と

十
三
部
落
だ
け
と
い
う
普
及
状

況
に
あ
る
。

　
松
之
山
保
育
園
長
の
田
辺
実
、

三
さ
ん
は

①
家
庭
か
ら
わ
ざ
わ
一
さ
オ
ヤ
ツ

　
を
持
た
し
て
く
る
子
供
が
い

　
る
。
こ
れ
に
は
園
り
ま
す
ね

　
子
供
に
対
す
る
思
い
や
り
は

　
よ
く
わ
か
る
が
、
や
は
り
集

　
団
教
育
の
き
ま
り
を
守
つ
て

　
ほ
し
い
。

②
保
母
が
な
く
て
困
つ
て
い
ま

　
す
、
高
校
生
や
ご
婦
人
方
に

　
無
理
に
お
願
い
し
て
い
る
状

　
態
で
す
。

③
遊
具
が
す
く
な
く
て
、
ま
だ

　
開
設
間
も
な
い
こ
と
で
す
か

　
ら
『
仕
方
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
町
全
、
体
の
立
場
か
ら
計
画
的

　
な
設
備
を
考
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。

轟灘

鞭
℃

隈

難
叢

一
　
室

　
叉
高
．
橋
．
厚
生
主
任
は

　
本
年
度
か
ら
国
の
補
助
対
象

　
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
が

　
そ
の
対
象
も
保
億
の
手
当
の

　
　
一
部
で
あ
つ
て
、
こ
れ
々
設

『　
備
の
範
囲
ま
で
拡
げ
て
も
ら

．
　
い
た
い
。
叉
保
厩
さ
ん
の
養

「
成
も
一
つ
の
騒
だ
・

と
語
つ
て
．
い
る
。

一
各
保
育
所
の
園
児
数
は
つ
ぎ

ハ
　
　
　
　
ヤ

㎝
の
と
お
り
松
之
山
八
O
、
天

水
越
六
〇
、
島
四
Q
、
藤
倉
一

『
三
、
浦
田
五
二
、
中
立
山
三
〇

『
（
写
真
は
田
薔
長
さ
ん
）

，
「

売
買
実
例
価
格
を
も
と
に
　
　
　
　
　
　
「

㎜
固
定
資
産
の
評
価
ガ
え

　

「
－
1
－
八
月
か
ら
部
落
ま
わ
り
て
ー
、

固
定
．
資
産
税
評
価
額
が
評
価
係
諸
税
間
の
価
格
の
統
一
（
例

替
え
に
成
り
ま
す
。

　
本
年
四
月
地
方
税
法
の
一
部

一
が
改
正
さ
れ
、
固
定
資
産
税
の

評
価
額
が
、
従
来
旧
賃
貸
価
格

の
倍
数
で
、
課
税
さ
れ
た
も
の

が
、
売
買
実
例
価
格
（
正
常
な

状
態
で
取
引
さ
れ
る
価
格
）
を

基
と
し
た
評
価
額
で
課
税
さ
れ

る
事
に
改
め
ら
れ
、
昭
和
三
十

九
年
度
分
か
ら
適
用
に
成
り
ま

す
。
改
正
の
．
主
な
ね
ら
い
は
．

市
町
村
間
の
価
格
の
統
一
、
関

え
ぱ
相
続
税
、
登
録
税
、
贈
与

税
、
不
動
産
取
得
税
な
ど
に
用

い
る
価
格
は
固
定
資
産
税
の
評

価
額
に
よ
る
）
な
ど
か
ら
で
有

り
ま
す
。
評
価
の
掴
置
期
間
も

現
行
の
三
年
を
二
年
に
知
縮
さ

れ
ま
す
。
こ
の
評
価
替
え
の
仕

事
は
来
年
末
ま
で
に
行
な
5
事

に
成
り
ま
す
が
、
跨
で
は
八
月

頃
よ
り
部
落
廻
り
壷
初
め
た
い

と
思
い
ま
ナ
。
未
だ
詳
細
の
事

に
つ
い
て
は
決
つ
烹
、
居
り
ま
せ

‘
淑
無

　
　
　
　
溝
響

　
　
　
　
　
　
　
灘

磯
醗
　
ノ
彰
、
　
　
難

贈
　
　
　
　
　
　
毒
霧
g

　
　
　
　
　
　
ず
　

識
、
糞
　
、
麟
．

　
　
灘
、
・
　
鎌

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
㎜
緊
♂
＄
、

　
　
　
　
　
　
p
』
，
v
『
臨

　
鑑

聡
♪
ヤ
鯖
与
襯

　
塚
隻

お母さん方のガンバリで楽しい開園を迎えた藤倉の皆さん

－
ん
が
い
．
つ
れ
決
つ
て
部
落
廻
、
り

の
際
に
は
総
代
さ
ん
を
初
め
、

町
民
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に

成
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

尚
評
価
額
が
上
が
れ
ば
税
額
も

ま
つ
の
や
ま

・
こ
の

山
地
の

屋
根
の
下
か
ら

大
空
を
仰
い
で
　
動
ぎ
始
め
た

貧
し
く

れ
ど

山
有
り

川
有
り

デ
コ
ボ
コ
の
小
島
な

谷
間
有
り

自
然
の
恵
み
と

れ
た
松
之
山

そ
の
中
に
・

　
新
た
に
社
会
教
育

　
委
員
を
設
置

　
議
会
で
社
会
教
育
委
員
の
設

置
が
き
ま
り
、
五
月
十
六
日
町

教
育
委
員
会
で
は
そ
の
人
選
を

検
討
し
て
つ
ぎ
の
五
氏
に
お
願
一

い
し
た
。

　
阿
部
寿
一
（
学
校
代
表
）

　
島
田
節
子
（
婦
人
会
代
表
）

　
丸
山
定
一
（
青
年
団
代
表
）

　
相
沢
達
雄
（
農
協
代
表
）

　
小
野
塚
長
治
（
学
識
経
験
者
）

大
地
か
ら
生

喜
び
有
り
　
叢
し
み
有
り

壱
万
壱
十
入
の
　
魂
が

．
串
．
騒
．
万
壱
千
人
の
　
肉
体
が

『上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

さ
れ
る
人
竜
有
る
と
思
い
ま
す

一
が
、
税
率
稻
調
整
し
、
税
額
は

上
げ
な
い
事
に
成
つ
て
居
り
ま

［
す
の
で
、
禽
た
鵠
塗
ま

す
。

わ
が
輩
は
牛
で
あ
ろ

隅
牛
飼
い
の
言

　
い
分

「
牛
飼
い
な
ん
か

ち
つ
と
も
儲
か
り

や
し
な
い
。
や
つ

ぱ
り
米
作
り
が
一

番
い
い
や
」
草
を
ウ
マ
ヤ
の
内

一
綾
笑
紮
が
晶
い
、
青

馨
購
墾
縛
鞭
報

　
の
一
頭
ぐ
ら
い
生
産
し
た
と
こ

｝
ろ
で
、
そ
ん
な
収
入
は
知
れ
た

ハ
　
　
　
　
く

一
も
の
だ
し
　
豚
を
飼
つ
た
つ

↑
て
、
今
の
相
揚
じ
や
エ
サ
代
だ

　
け
損
す
る
く
ら
．
い
が
オ
チ
だ
し

｝
い
つ
豚
価
が
暴
落
す
る
か
わ
か

　
ら
な
い
。
そ
う
か
と
い
つ
て
今

皿
さ
ら
肥
育
を
と
り
入
れ
た
つ
て

｝
結
局
は
同
じ
結
果
に
な
る
に
き

一
ま
つ
て
る
。
チ
ク
さ
ん
、
チ
ク

コ
ト
コ
ト
　
コ
ト
コ
ト

r
含
も

［
数
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

［
　
　
　
　
つ
づ
つ
て
ゆ
く

　
一
　
　
　
　
　
　
ー
ま
ぎ
子
ー

、
丈
夫
な
の
が
日
本
の
農
業
だ
」

と
い
う
の
で
も
な
か
ろ
う
が
。

一
　
牛
の
言
い
分

一
　
「
牛
な
ん
て
」
と
尻
を
打
た

㎜
れ
な
が
ら
バ
ク
ロ
ウ
に
売
ら
れ

　

マ
い
く
時
、
牛
が
「
ち
よ
つ
と

｝
ま
つ
て
下
さ
い
、
も
う
一
度
考

一
、
．
鎌
て
は
い
か
が
」
冶
な

一
ぎ
．
、
一
一
口
華
話
し
か
け
て
－
る
こ

一
と
塞
な
荏
智
て
い
享

一
か
。
「
な
る
ほ
ど
お
つ
し
や
る

㎜
こ
と
は
．
こ
も
つ
と
も
。
わ
た
し

た
ち
家
畜
の
生
産
す
る
畜
産
物

一
の
価
格
は
動
揺
し
、
飼
料
の
ね

一
だ
ん
は
物
価
倍
増
の
例
外
で
は

汚
、
こ
れ
で
は
飼
い
主
で
あ

る
あ
な
た
の
収
入
は
牛
歩
の
ご

と
き
で
遅
々
と
し
て
伸
び
な
い

の
も
ム
リ
の
な
い
話
。
し
か
し

責
任
の
一
端
は
あ
な
た
自
身
に

　
　
朝
　
　
　
霧

　
こ
の
地
に
も
、
こ
ん
な
素
晴

…
ら
し
い
所
が
あ
る
こ
と
を
皆
ん

た
忘
れ
て
い
そ

『
あ
の
冷
た
い
朝
霧
が
…

…
あ
の
山
が
…
…
働
く
喜
び
と
勇

亨
与
え
て
く
砦

｝
轟
が
泥
塗
に
な
つ
て
も
、

「
手
に
泥
が
つ
い
て
も
そ
ん
な
こ

［
と
に
は
か
ま
わ
な
い

『
　
私
の
洗
し
た
汗
が
．
…
：
私
の

押
し
た
一
輪
車
が
－
…
・
社
会
の

一
奉
仕
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
つ
か

㎝
仕
事
の
疲
れ
も
吹
き
と
ん
で
、

｝
明
日
へ
の
意
欲
を
盛
り
立
て
る

こ
朝
霧
の
嗅
い
か
ん
ば
し

一
　
　
あ
や
め
月
」

一
　
　
　
ー
と
も
芳
1

さ
ん
と
お
だ
て
た
つ
て
し
よ
う
一
も
あ
る
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち

が
な
い
じ
や
な
い
か
．
そ
れ
主
簡
が
よ
く
智
て
い
享
．

耕
転
機
の
世
に
な
れ
ぽ
そ
つ
ち
草
を
腹
一
ぱ
い
食
わ
せ
て
く
れ

の
方
の
讐
立
た
ぬ
し
－
．
塾
ま
し
た
か
．
水
を
欲
す
る
だ
け

府
の
い
う
こ
と
と
反
対
の
こ
と
．
飲
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
か
。
運

を
や
つ
て
い
れ
ば
た
い
て
い
大
襲
畠
讐
茎
く
れ
ま
し

た
か
」
飼
い
主
の
痛
い
耳
を
お

さ
え
て
い
る
の
が
、
ち
よ
つ
と

哀
れ
に
思
い
ま
す
。
「
米
作
に

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
て
も
結
構

や
つ
て
ゆ
け
る
つ
て
、
そ
れ
が

い
け
な
い
こ
と
な
ん
で
す
、
そ

ん
な
安
易
な
気
持
が
い
ろ
ん
な

面
で
後
進
性
の
も
と
に
な
つ
て

は
い
ま
せ
ん
か
。
和
牛
の
先
進

地
、
中
国
地
方
に
見
習
つ
た
ら

と
い
い
た
い
ん
で
す
」

　
　
　
　
×

　
そ
し
て
「
つ
い
で
に
政
府
に

も
一
言
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
畜

産
だ
、
畜
産
だ
と
か
け
声
だ
け

　
　
　
翻
、
．
鰹

で
は
農
民
に
飽
き
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
は
、
よ
く
よ
く
ご
承
知

の
は
ず
。
米
作
農
業
か
ら
畜
産

に
方
向
を
転
じ
よ
う
と
し
て
い

る
時
．
か
ん
じ
ん
の
畜
産
物
の

価
格
麦
持
が
忘
れ
ら
れ
た
ら
、

そ
れ
は
困
る
こ
と
は
、
家
畜
で

あ
る
わ
た
し
た
ち
よ
り
あ
な
た

方
人
間
様
が
ご
存
じ
で
し
よ
う

飼
い
主
が
安
心
し
て
わ
た
し
た

ち
の
仲
間
を
増
殖
し
、
持
つ
て

生
れ
た
経
済
的
能
力
を
完
全
に

出
し
切
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う

に
、
保
障
さ
れ
た
畜
産
を
営
め

る
こ
と
を
夢
だ
け
に
終
ら
せ
な

い
で
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

肉
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
口
に
安

く
入
る
こ
と
に
な
つ
て
一
石
二

鳥
じ
や
な
い
で
す
か
」
そ
し
て

最
後
に
「
わ
た
し
た
ち
は
望
み
、

ま
す
。
あ
り
が
た
く
な
い
糞
畜

．
の
汚
名
を
ぬ
ぐ
い
さ
り
、
農
業

の
花
形
と
し
て
の
威
力
を
発
揮

で
き
、
町
づ
く
り
国
づ
く
り
の

一
翼
を
担
う
日
が
晦
日
で
も
速

や
か
に
到
来
す
る
こ
と
を
」
人

間
様
傾
聴
あ
れ
。
　
ー
中
島
ー

【
写
真
】
　
日
本
一
と
い
う
島

根
県
の
三
瓶
牧
場
、
こ
こ
か
ら

松
之
山
へ
も
導
入
さ
れ
た
。
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